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石
器
は
海
峡
を
越
え
た
か

五
五
一
（
五
五
一
）　

一　

は
じ
め
に

ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
（Blakiston Line
）
と
は
、
津
軽
海
峡
を

東
西
に
横
切
る
動
植
物
の
分
布
境
界
域
の
一
つ
で
あ
る
。
津
軽
海

峡
の
北
海
道
側
で
は
ヒ
グ
マ
、
エ
ゾ
シ
カ
、
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
な
ど

が
棲
息
す
る
の
に
対
し
て
、
本
州
側
で
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ

ン
シ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど
棲
息
す
る
等
、
そ
の
南
北
で
特
に
哺

乳
類
・
鳥
類
相
に
大
き
な
相
違
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
で
著
名
で

あ
る
が
、
こ
の
線
を
境
に
、
日
本
列
島
の
旧
石
器
時
代
人
が
残
し

た
様
々
な
石
器
文
化
も
大
き
く
異
な
る
と
さ
れ
る
。

日
本
の
旧
石
器
文
化
は
較
正
年
代
で
約
二
・
九
万
年
前
の
姶
良

カ
ル
デ
ラ
の
噴
火
、
そ
し
て
そ
の
火
山
灰
の
降
灰
を
境
に
し
て
前

半
期
と
後
半
期
に
わ
け
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
前
半
期
を
特
徴

づ
け
る
石
器
に
台
形
石
器
や
基
部
加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
北
海
道
を
含
む
日
本
列
島
の
広
範
に
確
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
北
海
道
と
本
州
以
南
の
旧
石
器
文
化
の
近

縁
性
か
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
さ
れ
る
が
、
以
後
そ
の
近
縁
性
は

薄
れ
大
陸
と
関
連
し
た
要
素
が
顕
在
化
す
る
（
山
原
・
寺
崎 

二

〇
一
〇
）。
実
際
、
北
海
道
の
基
部
加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
（
オ
バ

ル
ベ
ツ
型
）
に
し
て
も
、
出
土
例
数
は
多
い
と
は
言
え
ず
、
そ
の

分
布
域
は
渡
島
半
島
の
一
部
に
限
ら
れ
る
。
以
後
の
本
州
以
南
に

お
い
て
ナ
イ
フ
形
石
器
が
地
域
色
を
持
ち
な
が
ら
も
盛
行
す
る
の

に
対
し
て
、
北
海
道
で
は
後
続
す
る
時
期
に
そ
の
系
譜
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
旧
石
器
時
代
の
日
本
列
島
に
お
い
て

は
津
軽
海
峡
の
南
北
で
異
な
る
石
器
文
化
が
展
開
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
前
述
の
様
に
北
海
道
と
本
州
以
南
の
地
域
間
の
近

縁
性
を
確
認
で
き
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
津
軽
海
峡
を
挟

石
器
は
海
峡
を
越
え
た
か

　
　

─
本
州
最
北
端
出
土
旧
石
器
の
系
譜
に
関
す
る
一
試
論

─渡　

辺　

丈　

彦



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
五
二

ん
だ
南
北
の
結
節
点
と
な
る
の
は
、
北
海
道
渡
島
半
島
、
青
森
県

津
軽
半
島
・
下
北
半
島
域
で
あ
り
、
両
地
域
に
お
け
る
旧
石
器
文

化
の
様
相
の
把
握
と
そ
の
比
較
検
討
は
不
可
欠
な
作
業
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
北
海
道
渡
島
半
島
の
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
発
掘

調
査
例
数
の
増
加
に
と
も
な
い
、
内
容
的
に
も
良
好
な
石
器
群
の

研
究
例
も
蓄
積
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
津
軽
半
島
や
下
北
半
島

で
は
、
分
析
に
耐
え
う
る
石
器
群
は
青
森
県
外
ヶ
浜
町
の
大
平
山

元
遺
跡
群
な
ど
極
め
て
数
が
限
ら
れ
、
そ
の
比
較
検
討
が
困
難
な

も
の
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
様
な
中
、
近
年
、
下
北
半
島
最
東
北
端
の
尻
屋
崎
付
近
に

所
在
す
る
尻
労
安
部
洞
窟
か
ら
ナ
イ
フ
形
石
器
や
台
形
石
器
か
ら

な
る
五
点
の
旧
石
器
が
、
動
物
骨
と
共
伴
す
る
形
で
発
見
さ
れ
た
。

津
軽
海
峡
を
挟
ん
で
、
渡
島
半
島
と
の
直
線
距
離
は
わ
ず
か
五
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
り
、
当
該
資
料
群
は
そ
の
所
属
時
期
に

お
け
る
海
峡
南
北
の
石
器
文
化
の
関
係
性
を
語
る
上
で
不
可
欠
な

資
料
群
と
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
文
に
お
い

て
は
、
ま
ず
尻
労
安
部
洞
窟
出
土
石
器
群
の
技
術
形
態
学
的
な
諸

特
徴
を
ま
と
め
、
次
い
で
周
辺
地
域
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
類
似

資
料
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
最
終
的
に
そ
の
帰
属
年
代
や
系
譜

に
つ
い
て
言
及
す
る
。

二　

尻
労
安
部
洞
窟
の
概
要

尻
労
安
部
洞
窟
は
、
青
森
県
下
北
半
島
東
北
端
、
桑
畑
山
東
南

麓
の
標
高
三
十
三
メ
ー
ト
ル
、
現
海
岸
線
か
ら
は
約
一
五
〇
メ
ー

ト
ル
の
位
置
に
あ
る
石
灰
岩
洞
窟
で
あ
る
（
第
1
図
）。
洞
窟
前

面
に
広
が
る
河
岸
段
丘
は
、
下
北
丘
陵
の
縁
辺
部
に
広
く
分
布
す

る
ス
テ
ー
ジ
5e
、
す
な
わ
ち
お
よ
そ
十
二
・
五
万
年
前
の
下
末
吉

海
進
期
の
海
成
段
丘
に
対
比
さ
れ
、
洞
窟
の
開
口
す
る
崖
は
最
終

間
氷
期
の
高
海
面
期
に
お
け
る
海
食
崖
で
あ
り
，
洞
窟
は
当
時
形

成
さ
れ
た
海
食
洞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
松
原 

二
〇
一
五
）。

現
在
の
洞
窟
は
、
石
灰
岩
採
掘
の
影
響
な
ど
に
よ
り
間
口
三
・
三

メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
岩
庇
高
二
・
〇
メ
ー
ト

ル
の
岩
陰
状
の
形
状
を
な
し
、
南
南
西
に
開
口
す
る
が
、
形
成
当

時
は
幅
・
奥
行
き
共
に
よ
り
大
型
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
発

掘
調
査
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
慶
應
義
塾

大
学
民
族
学
考
古
学
研
究
室
を
中
心
と
す
る
尻
労
安
部
洞
窟
発
掘

調
査
団
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
地
表
下
約
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
発
掘

最
下
底
面
ま
で
に
合
計
十
七
層
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
Ⅱ
層

は
縄
文
時
代
中
期
後
葉
〜
後
期
前
葉
代
の
、
Ⅳ
層
は
縄
文
時
代
早

期
の
、
XIII
〜
XV
層
は
旧
石
器
時
代
の
層
準
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

旧
石
器
時
代
の
層
準
と
な
る
XIII
〜
XV
層
か
ら
は
、
人
工
遺
物
と
し

（
五
五
二
）　



石
器
は
海
峡
を
越
え
た
か

五
五
三
（
五
五
三
）　

て
は
旧
石
器
五
点
が
、
自
然
遺
物
と
し
て
は
ノ
ウ
サ
ギ
属
を
主
体

に
、
大
型
偶
蹄
類
、
ヒ
グ
マ
、
カ
モ
シ
カ
、
ム
サ
サ
ビ
な
ど
の
動

物
骨
約
一
一
〇
〇
点
が
出
土
し
た
（
尻
労
安
部
洞
窟
発
掘
調
査
団 

二
〇
一
五
）。

三　

  

尻
労
安
部
洞
窟
出
土
旧
石
器
の
技
術
形
態
学
的

特
徴

尻
労
安
部
洞
洞
窟
XIII
〜
XV
層
か
ら
出
土
し
た
五
点
の
石
器
を
第

2
図
に
示
し
た
。
そ
の
器
種
組
成
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
二
点
、
台

形
石
器
一
点
、
二
次
剥
離
剥
片
一
点
、
剥
片
一
点
で
あ
り
、
台
形

石
器
を
除
く
他
の
四
点
は
い
ず
れ
も
珪
質
頁
岩
を
素
材
と
す
る
。

以
下
、
出
土
し
た
五
点
の
石
器
に
つ
い
て
そ
の
形
態
や
製
作
技
術

上
の
特
徴
な
ど
の
概
略
を
述
べ
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
［
第
2
図
1
・
2
］　

い
ず
れ
も
縦
長
剥
片
を
素

材
と
し
、
そ
の
背
面
に
残
さ
れ
る
剥
離
面
と
、
主
要
剥
離
面
の
剥

離
方
向
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
単
設
打
面
石
核
か
ら
剥
離
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
、
1
は
正
面
右
側

縁
全
体
お
よ
び
左
側
縁
下
部
、
2
は
正
面
左
右
両
側
縁
基
部
付
近

及
び
右
側
縁
上
端
付
近
に
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
前
者
は
左
側
縁

中
央
や
や
下
部
付
近
に
大
き
な
肩
が
、
後
者
は
右
側
縁
中
央
や
や

下
部
付
近
に
や
や
小
さ
な
肩
が
作
出
さ
れ
る
。
素
材
剥
片
の
剥
離

第 1図　尻労安部洞窟の位置（Scale＝ 1：10,000）

津軽海峡

日
本
海

太
平
洋



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
五
四
（
五
五
四
）　

技
術
、
サ
イ
ズ
、
平
面
形
状
は
共
通
し
て
お
り
、
出
土
層
位
も
XIV

層
下
部
〜
XV
層
上
面
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
1
の
尖
端
部
は
欠
損

し
、
そ
の
破
損
面
を
起
点
に
し
た
剥
離
面
（
衝
撃
剥
離
）
が
数
枚

観
察
さ
れ
、
2
に
つ
い
て
も
正
面
右
側
縁
上
端
付
近
の
二
次
剥
離

が
、
器
体
上
端
が
欠
損
し
た
後
に
施
さ
れ
た
再
加
工
の
痕
跡
と
評

価
で
き
る
こ
と
か
ら
、
双
方
と
も
に
相
当
量
の
使
用
を
経
た
資
料

と
推
定
で
き
る
。

台
形
石
器
［
第
2
図
3
］　

縦
長
剥
片
あ
る
い
は
石
刃
を
素
材
剥

片
と
す
る
。
主
要
剥
離
面
お
よ
び
背
面
の
す
べ
て
の
剥
離
面
の
剥

離
方
向
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
素
材
剥
片
は
単
設
打
面
石

核
か
ら
剥
離
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
素
材
剥
片
に
対
す
る
二
次

的
加
工
は
、
ま
ず
素
材
剥
片
の
打
面
側
と
先
端
部
側
を
折
断
し
、

残
さ
れ
た
中
間
部
の
折
断
面
に
対
し
て
裏
面
か
ら
急
角
度
の
ブ
ラ

ン
テ
ィ
ン
グ
を
施
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
器
体
の
最
終
的

な
平
面
形
態
は
、
基
部
側
が
大
き
く
す
ぼ
ま
る
台
形
を
な
し
、
正

面
図
上
端
に
み
ら
れ
る
素
材
剥
片
の
も
と
の
左
側
縁
が
刃
部
と
な

る
。
こ
の
刃
部
に
は
、
微
細
剥
離
痕
数
枚
が
み
と
め
ら
れ
、
左
右

両
側
縁
に
は
刃
部
付
近
か
ら
下
方
向
に
向
か
う
縦
方
向
の
小
剥
離

面
も
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
本
資
料
の
使
用
に
と
も
な
い
生

じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
出
土
層
位
は
XIII
層
下
部
で
あ
り
、
ナ

イ
フ
形
石
器
よ
り
相
対
的
に
上
位
の
位
置
か
ら
出
土
し
た
。

第 2図　尻労安部洞窟出土石器

1

3 4
5
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石
器
は
海
峡
を
越
え
た
か

五
五
五
（
五
五
五
）　

二
次
剥
離
剥
片
［
第
2
図
4
］　

破
損
に
よ
る
欠
損
部
位
が
多
い

こ
と
か
ら
、
尻
労
安
部
洞
窟
の
発
掘
調
査
報
告
書
中
で
は
、
二
次

剥
離
剥
片
と
し
て
分
類
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
同
書
中
で
も
指
摘

し
て
い
る
様
に
、
残
存
部
位
に
は
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
状
の
連
続
し

た
急
角
度
の
剥
離
が
認
め
ら
れ
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
一
部
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
出
土
層
位
は
XIV
層
で
あ
る
。

剥　

片
［
第
2
図
5
］　

XV
層
上
面
か
ら
出
土
し
た
資
料
で
、
左

右
両
側
縁
及
び
中
央
に
み
ら
れ
る
稜
線
が
ほ
ぼ
平
行
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
推
定
復
原
さ
れ
る
長
さ
が
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
と
小

型
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
細
石
刃
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

し
か
し
、
同
様
の
形
態
は
偶
発
的
に
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、
さ

ら
に
こ
の
資
料
以
外
に
細
石
刃
と
認
定
で
き
る
資
料
や
、
細
石
刃

核
等
も
出
土
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
剥
片
に
分
類
し
た
資
料
で

あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
石
器
群
に
つ
い
て
は
五
点
全
体
で
一
つ
の
石
器

群
と
み
な
す
か
、
あ
る
い
は
二
、
三
点
ず
つ
と
き
わ
め
て
少
数
の

石
器
か
ら
な
る
複
数
の
石
器
群
の
総
体
と
み
な
す
か
に
よ
っ
て
、

評
価
に
一
程
度
の
影
響
は
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
出
土

石
器
の
ほ
と
ん
ど
が
定
形
的
石
器
で
あ
る
こ
と
に
、
本
洞
窟
出
土

石
器
群
の
際
立
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
本
洞
窟
で
は
、
旧
石
器
時
代

に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
Ⅹ
〜
XVI
層
の
掘
削
で
生
じ
た
土
壌
全
量

に
対
す
る
水
洗
選
別
作
業
を
実
施
し
た
が
、
石
器
製
作
の
過
程
で

生
じ
る
微
細
剥
片
等
は
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
本
洞
窟
は
素
材
剥
片
の
生
産
及
び
二
次
加
工
な
ど
の
石
器
製

作
活
動
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
相
当
量
の
使
用
を
経
た
定
形
的
石
器

を
遺
棄
あ
る
い
は
廃
棄
し
た
場
で
あ
り
、
ノ
ウ
サ
ギ
属
等
を
中
心

と
す
る
一
定
量
の
動
物
骨
を
伴
う
こ
と
も
考
慮
し
て
、
短
期
間
の

狩
猟
用
キ
ャ
ン
プ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
渡
辺
・
田
中
・
平
澤 

二
〇
一
五
）。

こ
れ
ま
で
、
国
内
で
は
約
一
万
か
所
に
も
及
ぶ
旧
石
器
時
代
遺

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
河
岸
段
丘
上
に
残
さ
れ

た
石
器
製
作
跡
と
し
て
の
開
地
遺
跡
で
あ
り
、
本
洞
窟
出
土
石
器

群
は
当
該
時
期
の
狩
猟
採
集
生
活
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
事
例
と

い
え
る
。
次
の
章
で
は
こ
の
希
少
な
石
器
群
に
時
間
的
な
位
置
づ

け
を
与
え
、
さ
ら
に
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

四　

  

尻
労
安
部
洞
窟
出
土
石
器
群
の
帰
属
年
代
に
つ

い
て

（
１
）　

帰
属
年
代
を
考
え
る
上
で
の
問
題
点

前
述
の
通
り
、
ナ
イ
フ
形
石
器
二
点
は
XIV
層
下
部
〜
XV
層
上
面

か
ら
、
台
形
石
器
は
XIII
層
下
部
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
出
土
層
位

の
垂
直
的
な
位
置
関
係
か
ら
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
相
対
的
に
下
位
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の
層
か
ら
出
土
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
が
古
く
、
上
位
の
層
か
ら
出

土
し
た
台
形
石
器
が
新
し
い
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
旧
石
器
時
代
の
開
地
遺
跡
に
お
い
て
出
土
す
る
石
器
資
料
は
、

そ
の
埋
没
過
程
の
中
で
様
々
な
自
然
の
営
力
を
う
け
、
当
初
の
埋

没
位
置
か
ら
平
面
的
・
垂
直
的
に
移
動
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
（
御
堂
島
・
上
本 

一
九
八
七
・
一
九
八
八
）。
一
方
、
洞

窟
の
あ
る
岩
体
の
崩
壊
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
大
小

様
々
な
粒
径
の
礫
が
多
量
に
含
ま
れ
る
洞
窟
内
の
堆
積
は
、
開
地

遺
跡
に
比
べ
て
も
そ
の
安
定
度
は
更
に
低
い
。
こ
の
こ
と
は
、
後

期
更
新
世
と
判
断
さ
れ
た
本
洞
窟
Ⅺ
〜
XVI
層
か
ら
出
土
し
た
動
物

骨
に
対
す
る
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
結
果
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ

る
。
台
形
石
器
が
出
土
し
た
�
層
で
は
、
試
料
三
点
の
測
定
値
が
、

較
正
年
代
で
約
四
、六
〇
〇
〜
四
、八
〇
〇
年
前
、
約
三
一
、〇
〇

〇
年
前
、
約
三
八
、〇
〇
〇
〜
三
九
、〇
〇
〇
年
前
と
大
き
な
バ
ラ

ツ
キ
を
み
せ
た
。
ま
た
ナ
イ
フ
形
石
器
が
出
土
し
た
�
層
最
下
部

〜
XV
層
上
面
で
は
、
単
体
で
測
定
に
耐
え
う
る
出
土
遺
物
が
な

か
っ
た
た
め
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
ウ
サ
ギ
の

歯
十
六
点
を
ま
と
め
て
一
つ
の
試
料
と
し
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

XIII
層
で
得
ら
れ
た
測
定
値
と
は
逆
転
す
る
約
二
〇
、〇
〇
〇
〜
二

一
、〇
〇
〇
年
前
と
い
う
年
代
値
と
な
っ
た
（
金
井
・
米
田
二
〇

一
五
）。
い
ず
れ
も
洞
窟
内
の
堆
積
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
物

語
る
例
で
あ
り
、
石
器
出
土
層
位
の
相
対
的
上
下
関
係
、
そ
し
て

各
層
か
ら
出
土
し
た
有
機
質
遺
物
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
の
結

果
か
ら
の
み
、
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石
器
の
所
属
時
期
の
絶
対

年
代
値
や
前
後
関
係
を
論
じ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

よ
っ
て
次
節
で
は
、
石
材
選
択
、
素
材
剥
片
剥
離
技
術
、
平
面

形
状
、
法
量
な
ど
の
面
で
共
通
し
た
石
器
を
安
定
的
に
出
土
す
る

遺
跡
を
周
辺
地
域
に
も
と
め
、
そ
の
帰
属
年
代
を
参
考
に
、
尻
労

安
部
洞
窟
出
土
資
料
の
帰
属
年
代
等
の
推
定
を
お
こ
な
う
。

（
２
）　

尻
労
安
部
洞
窟
出
土
石
器
群
類
似
資
料
と
の
比
較
検
討

ナ
イ
フ
形
石
器　

尻
労
安
部
洞
窟
出
土
資
料
は
二
点
の
み
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
石
材
選
択
、
素
材
剥
片
剥
離
技
術
、
平
面
形
状
な

ど
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
様
に
な
る
。

①
珪
質
頁
岩
製
の
単
設
打
面
石
核
か
ら
剥
離
さ
れ
た
縦
長
剥

片
又
は
石
刃
を
素
材
と
す
る
。

②
二
側
縁
加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
り
、
器
体
下
部
の
一
側

縁
に
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ
肩
が
作
出
さ
れ
る
。

③
先
端
部
分
が
欠
損
す
る
、
あ
る
い
は
欠
損
後
の
再
加
工
が

認
め
ら
れ
る
が
、
最
大
長
は
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。



石
器
は
海
峡
を
越
え
た
か

五
五
七
（
五
五
七
）　

④
先
端
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
参
考
値
と
な
る
が
、
幅
に
対

す
る
長
さ
の
値
（
以
下
、
長
幅
比
）
は
二
・
三
前
後
と
な
る
。

尻
労
安
部
洞
窟
を
中
心
と
し
た
場
合
の
周
辺
地
域
、
具
体
的
に

は
北
海
道
か
ら
東
北
地
方
（
一
部
、
新
潟
県
域
を
含
む
）
に
か
け

て
の
地
域
に
お
い
て
、
尻
労
安
部
窟
出
土
ナ
イ
フ
形
石
器
と
共
通

し
た
二
次
加
工
部
位
及
び
平
面
形
状
を
も
つ
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、

田
向
冷
水
遺
跡
（
青
森
県
八
戸
市
）、
上
ミ
野
Ａ
遺
跡
第
一
・
二

次
調
査
（
山
形
県
新
庄
市
）、
樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層

（
新
潟
県
朝
日
村
）
か
ら
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
数
が
出
土
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
、
北
海
道
に
お
い
て
は
そ
の
類
例
資
料
は
認
め

ら
れ
な
い
。

こ
の
う
ち
田
向
冷
水
遺
跡
出
土
か
ら
は
ナ
イ
フ
形
石
器
十
三
点

が
出
土
し
て
い
る
。
す
べ
て
石
刃
あ
る
い
は
縦
長
剥
片
を
素
材
と

し
た
二
側
縁
加
工
の
も
の
で
あ
り
、
尻
労
安
部
洞
窟
出
土
資
料
と

同
様
の
肩
の
張
り
出
す
平
面
形
状
の
資
料
は
十
一
点
あ
る
（
第
3

図
上
段
）。
大
き
さ
は
長
さ
四
〜
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
幅
比
は
二
・
五
〜
三
・
八
に
集
中
す
る

（
第
5
図
）。
肩
を
作
出
す
る
位
置
、
す
な
わ
ち
最
大
幅
を
測
る
位

置
は
、
器
体
中
央
又
は
中
央
よ
り
や
や
尖
端
の
資
料
が
多
い
（
八

戸
市
教
育
委
員
会 

二
〇
〇
八
）。

上
ミ
野
Ａ
遺
跡
第
一
・
二
次
調
査
で
は
合
計
二
六
点
の
ナ
イ
フ

形
石
器
が
出
土
し
、
二
次
加
工
の
位
置
と
方
法
、
平
面
形
態
か
ら

Ⅰ
〜
Ⅵ
の
六
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
側
縁
加
工
で

且
つ
肩
を
作
り
出
す
形
態
の
資
料
は
Ⅰ
群
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に

長
さ
が
四
〜
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
資
料
を
Ia
群
（
六
点
出
土
）、

六
〜
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
資
料
を
Ib
群
（
四
点
出
土
）
と
し
て

い
る
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
研
究
室 

二
〇
〇

四
）。
Ia
群
の
幅
は
一
・
九
〜
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
幅

比
は
二
〜
二
・
五
程
度
に
集
中
し
、
肩
の
作
出
位
置
は
器
体
中
央

又
や
や
基
部
よ
り
の
資
料
が
多
い
が
、
長
幅
比
が
一
・
六
と
小
さ

く
、
肩
の
作
出
位
置
が
尖
端
に
寄
る
資
料
も
見
ら
れ
る
。
Ib
群
の

幅
は
二
・
六
〜
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
幅
比
は
一
・
九
〜

三
・
九
と
比
較
的
バ
ラ
つ
き
が
大
き
い
。
Ia
群
同
様
に
、
肩
の
作

出
位
置
は
い
ず
れ
も
器
体
中
央
又
は
や
や
基
部
よ
り
に
な
る
（
第

3
図
下
段
、
第
5
図
）。

樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層
か
ら
は
合
計
五
六
点
の
ナ
イ
フ

形
石
器
が
出
土
し
、
二
次
加
工
の
位
置
や
平
面
形
態
か
ら
Ⅰ
〜
Ⅶ

の
七
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
側
縁
加
工
で
且
つ
肩

を
作
り
出
す
形
態
の
資
料
は
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
、
三
点
が
出
土
し

た
（
朝
日
村
教
育
委
員
会 

一
九
九
六
）。
出
土
し
た
三
点
の
長

さ
・
幅
・
長
幅
比
は
、
第
4
図
1
が
、
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
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二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
・
六
、
第
4
図
2
が
五
・
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
二
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
・
四
、
第
4
図
3

が
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
・

五
と
な
る
（
第
5
図
）。
肩
を
作
出
す
る
位
置
は
、
前
二
者
が
器

体
中
央
よ
り
基
部
側
に
、
後
者
は
大
き
く
先
端
側
に
寄
る
。

次
に
、
長
さ
・
幅
・
長
幅
比
・
肩
作
出
位
置
の
観
点
か
ら
、
尻

労
安
部
洞
窟
、
田
向
冷
水
遺
跡
、
上
ミ
野
Ａ
遺
跡
、
樽
口
遺
跡

Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
比
較
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
上
ミ
野
Ａ
遺
跡
Ia
群
や
樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化

層
Ⅱ
類
の
一
部
（
第
4
図
1
・
2
）
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
持
つ
、

長
さ
四
〜
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
九
〜
二
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
長
幅
比
二
・
〇
〜
二
・
五
程
度
、
肩
の
作
出
位
置
は

器
体
中
央
又
は
や
や
基
部
よ
り
と
い
う
特
徴
が
、
尻
労
安
部
出
土

の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
も
の
に
良
く
近
似
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺

跡
出
土
資
料
に
比
較
的
近
い
時
間
的
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

次
に
、
尻
労
安
部
洞
窟
出
土
資
料
と
近
い
時
間
的
な
位
置
付
け

与
え
た
上
ミ
野
Ａ
遺
跡
・
樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層
の
年
代

観
を
み
て
み
よ
う
。
上
ミ
野
Ａ
遺
跡
で
は
出
土
石
器
群
の
垂
直
分

布
の
中
心
や
礫
群
が
3a
層
上
位
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
生
活
面
も

そ
の
位
置
に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
部
の
3b
層
中
位
に
お
い

て
姶
良
Tn
火
山
灰
（
較
正
年
代
二
・
九
万
年
前
前
後
）、
そ
し
て

上
部
か
ら
は
十
和
田
八
戸
テ
フ
ラ
（
一
・
五
万
年
前
）
の
可
能
性

が
あ
る
テ
フ
ラ
の
降
下
層
準
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
早
田
・
北

村
・
新
井 

二
〇
〇
四
）。
ま
た
、
樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層

は
Ⅴ
層
中
で
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
層
最
下
部
か
ら
も
姶

良
Tn
火
山
灰
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
早
田 

一
九
九
六
）。
こ
の
こ

と
か
ら
、
上
ミ
野
Ａ
遺
跡
Ia
群
資
料
・
樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文

化
層
Ⅱ
類
資
料
、
そ
し
て
そ
れ
に
近
似
す
る
尻
労
安
部
洞
窟
出
土

資
料
に
つ
い
て
は
、
大
枠
で
は
姶
良
Tn
火
山
灰
降
灰
後
と
い
う
時

間
的
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

更
に
、
樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層
で
Ⅱ
類
に
共
伴
し
た
他

の
石
器
群
を
み
る
と
、
更
に
そ
の
年
代
幅
を
縮
め
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
同
遺
跡
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層
出
土
資
料
の
中
で
注
目

す
べ
き
資
料
と
し
て
横
長
剥
片
を
素
材
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
や

角
錐
状
石
器
が
あ
る
（
第
4
図
1
〜
17
）。
羽
石
（
二
〇
〇
四
）

が
指
摘
す
る
様
に
、
二
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
こ
れ
ら
の

器
種
が
共
伴
す
る
例
は
、
南
関
東
地
方
か
ら
中
部
地
方
で
も
多
く

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
器
種
は
編
年
研
究
の
確
立
し
た
南

関
東
地
方
の
武
蔵
野
台
地
で
は
Ⅴ
層
か
ら
Ⅳ
層
下
部
に
位
置
付
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
織
笠 

一
九
八
七
・
一
九
八
八
）、

上
ミ
野
Ａ
遺
跡
Ia
群
資
料
・
樽
口
遺
跡
Ａ-

Ｋ
Ｓ
Ｅ
文
化
層
Ⅱ
類
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第 3 図　田向冷水遺跡（上段）・上ミ野Ａ遺跡出土石器（下段）
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第4図　樽口遺跡A-KSE文化属出土石器（上段：二側縁加工ナイフ形石器、下段：その他）
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資
料
、
尻
労
安
部
洞
窟
出
土
資
料
に
つ
い
て
も
同
様
の
編
年
的
位

置
づ
け
を
与
え
て
良
い
と
考
え
る
。
工
藤
（
二
〇
一
〇
・
二
〇
一

二
）
に
よ
れ
ば
、
遺
跡
出
土
資
料
の
測
定
例
が
少
な
い
な
ど
評
価

が
難
し
い
側
面
が
あ
る
も
の
の
、
武
蔵
野
台
地
Ⅴ
〜
Ⅳ
層
下
部
の第 5図　ナイフ形石器の長幅比

第１表　尻労安部洞窟出土ナイフ形石器と類似資料の法量

遺跡名 所在地 図番号 石材
長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重量
（g）

備考

尻労安部洞窟 青森県東通村 第２図 -1 珪質頁岩 （46） 23 7 6.4
第２図 -2 珪質頁岩 45 20 5 6.0

田向井冷水遺跡 青森県八戸市

第３図 -1 珪質頁岩 44 16 6 2.7
第３図 -2 珪質頁岩 40 16 4 2.9
第３図 -3 珪質頁岩 45 15 10 4.4
第３図 -4 珪質頁岩 50 13 4 2.3
第３図 -5 珪質頁岩 54 22 9 9.1
第３図 -6 珪質頁岩 50 17 7 4.3
第３図 -7 珪質頁岩 （44） 15 6 2.5
第３図 -8 珪質頁岩 （50） 14 7 3.0
第３図 -9 珪質頁岩 74 21 10 11.7
第３図 -10 珪質頁岩 （45） 20 10 7.1
第３図 -11 珪質頁岩 67 18 8 6.4

上ミ野 A遺跡 山形県新庄市

第３図 -12 珪質頁岩 39 24 8 6.1 Ia群
第３図 -13 珪質頁岩 44 19 8 5.6 Ia群
第３図 -14 珪質頁岩 45 23 9 7.6 Ia群
第３図 -15 珪質頁岩 46 22 7 5.7 Ia群
第３図 -16 珪質頁岩 50 19 9 6.2 Ia群
第３図 -17 珪質頁岩 54 22 10 7.8 Ia群
第 3図 -18 珪質頁岩 70 31 10 15.9 Ib群
第３図 -19 珪質頁岩 66 35 9 12.0 Ib群
第 3図 -20 珪質頁岩 76 27 13 17.4 Ib群
第３図 -21 珪質頁岩 84 26 10 20.9 Ib群

樽口遺跡
A-KSE文化層

新潟県村上市
第４図 -1 珪質頁岩 64 25 9 10.3 II類
第４図 -2 珪質頁岩 50 21 9 7.0 II類
第４図 -3 珪質頁岩 38 25 8 5.3 II類

（　）　内の数値は残存値　
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学　

第
八
四
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第
一-

四
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文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
六
二
（
五
六
二
）　

較
正
年
代
は
約
二
・
八
〜
二
・
五
万
年
前
前
後
と
な
る
。

台
形
石
器　

尻
労
安
部
洞
窟
出
土
の
台
形
石
器
は
一
点
の
み
で
あ

り
、
そ
の
使
用
石
材
、
素
材
剥
片
剥
離
技
術
、
二
次
加
工
の
位
置
、

平
面
形
状
な
ど
の
諸
特
徴
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
ま
と
め
た
通

り
で
あ
る
。

一
般
的
に
台
形
石
器
に
つ
い
て
は
、
姶
良
Tn
火
山
灰
降
灰
以
前

の
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
東
北
地
方
で
も
風
無
台
Ⅱ
遺
跡
や
松

木
台
Ⅰ
遺
跡
な
ど
秋
田
県
域
を
中
心
と
し
た
遺
跡
か
ら
当
該
時
期

の
ま
と
ま
っ
た
資
料
群
が
出
土
し
て
お
り
（
秋
田
県
教
育
委
員
会

一
九
八
五
）、
そ
の
平
面
形
状
や
二
次
加
工
の
部
位
に
つ
い
て
は
、

尻
労
安
部
洞
窟
出
土
資
料
と
近
似
す
る
資
料
も
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
二
次
加
工
頻
度
の
低
い
資
料
や
接
合
資
料
の
観
察
か
ら
推

定
さ
れ
る
二
次
加
工
前
の
素
材
剥
片
の
形
状
は
、
長
さ
に
対
す
る

幅
の
割
合
の
大
き
い
寸
詰
り
の
も
の
で
あ
り
、
縦
長
剥
片
あ
る
い

は
石
刃
を
素
材
と
し
た
可
能
性
が
高
い
尻
労
安
部
洞
窟
の
も
の
と

は
異
な
る
。
そ
の
一
方
、
台
形
石
器
は
九
州
や
北
海
道
に
お
い
て

は
姶
良
Tn
火
山
灰
降
灰
以
後
に
も
残
り
、
本
遺
跡
と
は
津
軽
海
峡

を
挟
ん
で
対
岸
に
位
置
す
る
北
海
道
上
磯
郡
知
内
町
の
湯
の
里
４

遺
跡
か
ら
も
、
黒
曜
石
製
、
頁
岩
製
の
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
出

土
し
て
い
る
（
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

一
九
八
五
）。
両

資
料
と
も
に
、
素
材
と
な
る
縦
長
剥
片
あ
る
い
は
石
刃
の
打
面

側
・
末
端
側
を
そ
れ
ぞ
れ
切
断
し
、
そ
の
切
断
面
か
ら
急
角
度
の

二
次
的
調
整
を
加
え
て
全
体
形
状
を
台
形
に
整
え
る
と
い
う
特
徴

を
も
ち
、
本
遺
跡
出
土
資
料
の
技
術
形
態
学
的
諸
特
徴
と
一
致
す

る
（
第
6
図
1
・
2
）。

こ
の
湯
の
里
４
遺
跡
で
は
、
北
海
道
の
細
石
刃
文
化
の
中
で
最

古
層
と
さ
れ
る
蘭
越
型
（
第
6
図
3
）
と
、
そ
れ
に
後
続
す
る
峠

下
型
２
類
の
細
石
刃
核
が
出
土
し
（
第
6
図
4
〜
12
）、
出
土
し

た
台
形
石
器
が
そ
の
い
ず
れ
に
共
伴
す
る
か
が
そ
の
帰
属
年
代
を

判
断
す
る
際
の
材
料
と
な
る
。
仮
に
、
蘭
越
型
細
石
核
に
共
伴
す

る
と
し
た
場
合
、
そ
の
帰
属
年
代
は
、
蘭
越
型
が
出
土
し
た
北
海

道
千
歳
市
の
柏
台
１
遺
跡
の
炉
跡
出
土
炭
化
物
の
放
射
性
炭
素
年

代
測
定
か
ら
得
ら
れ
た
二
・
五
万
〜
二
・
三
万
年
前
（
較
正
年

代
）
に
近
い
時
期
と
な
る
。
一
方
、
報
告
書
中
で
は
、
遺
物
の
平

面
分
布
を
根
拠
に
台
形
石
器
は
峠
下
型
２
類
に
共
伴
し
た
と
記
載

さ
れ
、
そ
う
考
え
た
場
合
は
、
二
・
五
万
〜
二
・
三
万
年
前
よ
り

遅
れ
る
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
を
も
っ
て
尻
労

安
部
洞
窟
出
土
台
形
石
器
の
帰
属
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
東
北
地
方
北
部
か
ら
北
海
道
に
お
い
て
、
尻
労
安

部
洞
穴
と
近
似
し
た
技
術
形
態
学
的
特
徴
を
も
つ
台
形
石
器
の
出

土
例
は
湯
の
里
４
遺
跡
の
み
で
あ
り
、
同
資
料
に
帰
属
年
代
を
考

え
る
上
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
概
然
性
の
高
い
手
掛
か
り
と
考
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第 6図　湯の里 4遺跡出土石器（上段：台形石器、下段：細石刃核）
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え
る
。

小　

結　

以
上
、
尻
労
安
部
洞
窟
出
土
石
器
に
つ
い
て
の
技
術
形

態
学
的
特
徴
を
ま
と
め
、
更
に
同
様
の
特
徴
を
も
つ
他
遺
跡
出
土

資
料
の
帰
属
年
代
を
参
考
に
し
て
、
そ
の
帰
属
年
代
を
推
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
XIII
層
下
部
出
土
の
台
形
石
器
に
つ
い
て
は
、
較
正
年

代
で
二
・
五
万
〜
二
・
三
万
年
前
あ
る
い
は
そ
れ
を
や
や
下
っ
た

時
期
、
XIV
層
下
部
〜
XV
層
上
面
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
つ
い
て

は
較
正
年
代
で
二
・
五
万
〜
二
・
八
万
年
前
に
そ
の
帰
属
年
代
を

お
い
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石
器
の
出
土

層
位
は
異
な
り
、
技
術
形
態
学
的
特
徴
な
ど
か
ら
導
き
出
し
た
帰

属
年
代
に
つ
い
て
も
わ
ず
か
な
が
ら
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
。
次
章

で
は
、
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
、
さ
ら
に
尻
労
安
部
洞
窟
の
地
理

学
的
位
置
を
加
味
し
な
が
ら
、
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台
形
石
器
の
系

譜
や
そ
の
関
係
性
を
含
め
、
尻
労
安
部
洞
窟
XIII
〜
XV
層
出
土
石
器

群
総
体
と
し
て
の
評
価
を
お
こ
な
う
。

五　

石
器
は
海
峡
を
越
え
た
か

尻
労
安
部
洞
窟
出
土
旧
石
器
は
、
XIII
層
下
部
〜
XIV
層
下
部
・
XV

層
上
面
と
い
う
あ
る
程
度
の
幅
を
持
っ
た
垂
直
的
な
位
置
関
係
の

中
で
出
土
し
て
い
る
。
第
四
章
⑴
で
述
べ
た
通
り
、
洞
窟
の
堆
積

が
開
地
遺
跡
に
比
べ
て
不
安
定
で
あ
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
XIII
層

下
部
出
土
の
台
形
石
器
と
XIV
層
下
部
〜
XV
層
上
面
出
土
の
ナ
イ
フ

形
石
器
が
共
伴
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
共
伴
す
る
と
仮
定
し
た
場
合

と
、
共
伴
し
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
と
に
分
け
て
、
尻
労
安
部
洞

窟
出
土
旧
石
器
の
評
価
を
お
こ
な
う
。

ま
ず
始
め
に
両
者
が
共
伴
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
尻
労
安
部

洞
窟
出
土
石
器
群
に
は
、
本
州
島
北
部
に
類
例
を
求
め
ら
れ
る
資

料
（
有
肩
の
二
側
縁
加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
）
と
、
北
海
道
渡
島
半

島
に
類
例
を
求
め
ら
れ
る
資
料
（
台
形
石
器
）
の
二
つ
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
章
で
も
述
べ
た
通
り
、
現
在
、
筆
者
が
推

定
し
た
前
者
の
帰
属
年
代
は
二
・
五
万
〜
二
・
八
万
年
前
、
後
者

は
二
・
五
万
〜
二
・
三
万
年
前
あ
る
い
は
そ
れ
を
や
や
下
っ
た
時

期
で
あ
り
、
そ
の
両
者
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
そ
の
差
は
大
き
く
な
い
と
考
え
、
尻
労
安
部
洞
窟
が
本
州
島
最

東
北
端
の
青
森
県
下
北
半
島
に
位
置
し
、
北
海
道
渡
島
半
島
の
最

南
東
端
か
ら
津
軽
海
峡
を
隔
て
て
わ
す
が
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

い
う
位
置
関
係
も
考
慮
す
れ
ば
、
本
州
の
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
と

北
海
道
の
最
古
相
に
位
置
付
け
ら
れ
る
細
石
刃
文
化
（
蘭
越
型
又

は
峠
下
型
２
類
）
の
双
方
の
要
素
を
も
つ
石
器
群
が
存
在
し
た
可

能
性
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
両
者
が
共
伴
し
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
は
、
旧
石
器
時



石
器
は
海
峡
を
越
え
た
か

五
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五
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代
に
お
け
る
尻
労
安
部
洞
窟
の
利
用
が
二
度
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。

一
度
目
は
本
州
島
北
部
に
類
例
を
求
め
ら
れ
る
資
料
（
有
肩
の
二

側
縁
加
工
ナ
イ
フ
形
石
器
）
が
残
さ
れ
た
二
・
五
万
〜
二
・
八
万

年
前
で
あ
り
、
二
度
目
が
北
海
道
渡
島
半
島
に
類
例
を
求
め
ら
れ

る
資
料
（
台
形
石
器
）
が
残
さ
れ
た
二
・
五
万
〜
二
・
三
万
年
前

あ
る
い
は
そ
れ
を
や
や
下
っ
た
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
相
互

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
か
っ
た
個
別
の
石
器
群
あ
る
い
は
石

器
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
、
本
州
北
部
と
北
海
道
渡
島
半
島
に
そ
れ
ぞ
れ
類
例
を
求

め
ら
れ
る
資
料
を
、
共
伴
す
る
場
合
と
、
し
な
い
場
合
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
評
価
を
行
っ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
重
要
な

の
は
、
本
州
北
部
に
類
例
を
求
め
ら
れ
る
有
肩
の
二
側
縁
加
工
ナ

イ
フ
形
石
器
が
津
軽
海
峡
を
越
え
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
現
在
ま

で
北
海
道
で
そ
の
出
土
例
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、

北
海
道
渡
島
半
島
に
類
例
を
求
め
た
台
形
石
器
が
津
軽
海
峡
を
越

え
本
州
側
の
遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ナ
イ
フ
形
石

器
か
ら
推
定
さ
れ
る
帰
属
年
代
と
台
形
石
器
か
ら
推
定
さ
れ
る
帰

属
年
代
の
い
ず
れ
を
採
用
す
る
に
せ
よ
、
そ
の
時
期
は
、
最
終
氷

期
最
盛
期
（
Ｌ
Ｇ
Ｍ
）
と
大
枠
で
は
一
致
す
る
。
そ
の
時
期
、
最

大
水
深
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
津
軽
海
峡
は
完
全
に
陸
化
し
な
い
も

の
の
そ
の
幅
は
大
き
く
縮
小
し
、
氷
橋
を
と
お
し
て
移
動
力
の
大

き
い
大
型
哺
乳
類
の
一
部
は
津
軽
海
峡
を
越
え
、
本
州
に
分
布
域

を
広
げ
た
と
さ
れ
る
（
河
村 

一
九
八
五
・
二
〇
一
四
）。
尻
労
安

部
洞
窟
出
土
石
器
群
の
在
り
方
は
、
氷
橋
を
通
し
た
津
軽
海
峡
の

ヒ
ト
の
往
来
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
北
海
道
か
ら
本
州

へ
の
具
体
的
な
ヒ
ト
あ
る
い
は
モ
ノ
の
動
き
を
示
す
良
好
な
材
料

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

本
稿
は
、
ま
ず
青
森
県
下
北
郡
東
通
村
尻
労
安
部
洞
窟
出
土
の

旧
石
器
時
代
の
異
な
る
層
準
か
ら
出
土
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
と
台

形
石
器
の
技
術
形
態
学
的
な
諸
特
徴
を
ま
と
め
、
次
い
で
周
辺
地

域
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
類
似
資
料
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
最

終
的
に
そ
の
帰
属
年
代
や
系
譜
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

そ
の
結
果
、
尻
労
安
部
洞
窟
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器
と
技
術
形

態
学
的
に
類
似
し
た
資
料
を
出
土
す
る
遺
跡
が
、
東
北
地
方
・
北

越
地
方
・
南
関
東
地
方
に
あ
り
、
そ
の
帰
属
年
代
が
二
・
八
〜

二
・
五
万
年
前
（
較
正
年
代
）
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
台
形
石
器

の
類
似
資
料
が
津
軽
海
峡
を
隔
て
た
北
海
道
の
渡
島
半
島
南
部
で

出
土
し
て
お
り
、
そ
の
帰
属
年
代
が
二
・
五
〜
二
・
三
万
年
前

（
較
正
年
代
）
あ
る
い
は
そ
れ
を
下
る
時
期
に
な
る
こ
と
を
示
し



史　
　
　

学　

第
八
四
巻　

第
一-

四
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
一
分
冊
）

五
六
六
（
五
六
六
）　

た
。
そ
の
両
者
が
同
一
の
石
器
群
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、

ま
た
は
異
な
る
石
器
群
が
時
期
を
違
え
て
出
土
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
洞
窟
特
有
の
堆
積
の
不
安
定
さ
ゆ
え
に
そ
の
判
断
を

留
保
し
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
本
洞
窟
出
土
石
器
群

の
示
す
内
容
は
、
最
終
氷
期
最
盛
期
に
お
け
る
津
軽
海
峡
を
挟
ん

だ
本
州
と
北
海
道
の
ヒ
ト
あ
る
い
は
モ
ノ
の
移
動
を
示
す
結
果
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
評
価
し
た
。
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【
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記
】

本
論
文
は
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尻
労
安
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洞
窟
の
発
掘
調
査
報
告
書
（
尻
労
安
部
洞
窟

発
掘
調
査
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二
〇
一
五
）
に
執
筆
し
た
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第
五
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出
土
遺
物
の
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第
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旧
石
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時
代 

第
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石
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記
載
を
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ま
た
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し
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奈
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田
純
明
・
田
中
亮
・
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平
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悠
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称
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々
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教
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伏
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
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